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口 腔 内 嫌 気 性 菌 の 研 究
一

感染根管の 臨床細菌学的検討 一
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吉 本 遊 久 人

く昭和6 2 年 1 月1 3 日受付I

12 9

従来， 感染根管か ら菌の 分離 に つ い て 多数報告され て き たが
， 嫌気性菌の 分 離が 極めて低率 で あ る

こ と に 対 して ， 玉 井 ．福田培地 くT F 培地コ を用 い 改め て菌分離 の た め の 増薗培養時間を検討 し
，
次い で分

解菌株の 薬剤感受性 を検討 した ． 採取 した 内容液 を玉井． 福田培地 を含む 30 m l カル チ ャ ー ー ボ トル に 移 し

増菌し た■ 増 菌培養時間を検討し た結果， 増 菌培養し な い 直接分離 く直接塗掛 ，
72 時間培餐．12 0 時間培

養の 3 者 を用 い た時97 ． 2 ％ の 検 出率 で 菌が 分離さ れ た．
これ らの 増菌培養日数 で ， 感染根管 349 症 例に つ

い て 検索 した結果
，
全症 例に 薗が 検出さ れ， 総分離菌株は 796 楓 1 症例平均分離菌株は 2 ． 3 株であ っ た ．

そ の 札 嫌気性菌 は272 株 く34 －2 ％J で あ っ た ． ま た， 34 9 症例 軋 嫌気性菌が関与 した症例 は2 34 症例

く67 ． 0 ％ぅで あ っ た
． 最も 多く分離 され た好気性菌は， S わ喀 血 o c c 揖 く17 6 株う， G 明 肌 赫 鉱 物勿 刑 1 1 31 附

で あ り， 嫌気性菌群で は
，
エ戊ぐね占仔ごfgノ描 く145 株う， お よ び 楠 行わ乃ggぁ く44 衡 で， これ ら4 歯種で 半数以

上 を占め た．
つ い で

， 分離 一 同定 した 796 株 く好気性菌52 4 株， 妖気性菌272 附 に つ い て， p e ni ci11i n G

C P C G l
，
a m pi cilli n くA B P Cl ， C e ph al o rid i n e くC E RI ， t et r a C y Cli n e 汀 CI ， e r yth r o m y ci n くE M l ， Cli n d a －

m y ci n くC L D M l ， g e n t a m i c in くG M l の 7 剤の 抗生物質に 対す る感受 性試験 を 3 濃度デ ィ ス ク 法を用 い て

実施 した
■
その 結果， 好気性菌で は 98 ■ 5 ％ の 薗株が C E R に 感受性 を 示 し

， 嫌気性菌で は99 牒％の 菌株が

C L D M に 感受性 を示 し， 好気性菌は C E R に
，
嫌気性薗は C L D M に 最も感受性が高 い こ とが わか っ た ． 以

上 の 結果 か ら， 感染根管の 治療 に は従来の 感染根管治療剤 よ りも P －1 a c t u m 系抗生剤 を中心 と した治療剤

の 方が 有効で あ る こ とが 示唆 され た ．

K e y w o r d s i nf e cti o u s r o o t c a n al ， is ol at e s ， T F m e di u m
，
a n a e r Ob e s

，

a n tib io ti c s u s c e p tibilit y

歯牙 に 原因 した 亜 急性心内膜炎
，
腎炎な どの 全身疾

患は臨床上多く認め ら れる． その 際の 原因歯の 疾患の

多く は感染根管症例 で ある
． 感染根管症例 は， 日常 し

ば しば遭遇す る疾患 で あ り， こ れ が 原因歯 と な っ て 口

腔領域 の 顎骨々 髄炎 か ら蜂巣炎 に ま で継発 し， 重篤 な

症状 を呈 して く る こ とも稀 で はな い ． ま た
， 感染根管

歯で抜歯術 を施行 す る際， 感染根管歯が術後薗血症の

原因 歯と な り得る こ とも 報告
1 ト 9I さ れ て い る

．
こ れ ら

の 症例 は， 従来， 好気性薗に よる感染症 で ある と解 さ

れ
，好気性薗の み に その 主 眼が 置か れ対処 され て い た．

しか し， 最近， 嫌気性菌に よ る重篤な感染症が多く報

告
1 0 ト 潮 さ れ て き て お り

，
感 染根管内の 妖気性薗 も こ

れ ら の 症状に 関与 して い る こ とが 十分考え られ る
．

一 方 ， 感 染 根管症例 の 臨床細菌学的検 索 の 報

告1 2I ．1 9 ト 21 1 は 多数認め られ る が
，
い づ れも

， 嫌気性菌の

分離が低率 で ある．
し か し

， 最近で は 全身の 感染症 か

ら も嫌気性菌 の 分離が報告
25 ト 3 り さ れ

，
ま た 口 腔内感

染症 か ら も 嫌気性薗が高率 に 分離さ れ て い る事実
3 2，

よ り
，
嫌気性薗の 分離 を中JL 一に感染根管内細菌章 の 検

索 を再検討 する 目的で本実験 を施行 した．

A b b r e vi a ti o n s こ A B P C
，
a m P icilli n ニ A T F 培地， n e O m y Ci n ， b a cit r a ci n ， p Oly m i xi n ， 5 － C hl o r o － 2 －

b e n z th i a z o le t a r t r at e
，
n O r a d r e n alin 処方培地ニ C E R ， C e p h al o ridi n e 三 C L D M ，

Cli n d a m y ci n ニ

E M
，
e r y th r o m y ci n 3 G M ， g e n t a m i ci n 三 P B S C 培地

， p e ni cilli n ， b a cit r a ci n ， St r e p t O m y Ci n ，

S O di u m c a p r yl a t e 処方培地i P C G ， P e n icilli n G ニ P N B 培地， p Ol y m i x i n ， n e O m y Ci n ， b a cit r a cin ，
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対象お よ び方法

工
． 対 象

197 6 年 10 月 よ り 198 1 年12 月 ま で の 金沢大学医学

部付属病院歯科 口腔外科外来患者の 中で ， 感染根管 と

診断し た歯牙を有す る 34 9 症例 を対象と した ． そ の 際，

他院で抗生物質療法 を受 け てい た既往 の ある患者は本

対象症例 か ら除外 した ． な お， 感染根管症例 に つ い て

は広義に 解釈 し， 急肘ヒ膿性歯髄炎か ら歯髄壊痕 ま で を

含 め対象と した ．

工1 ． 使用培地

T F カ ル チ ャ
ー

ボ トル は容量約 50 m l の ス ク リ ュ ．

キ ャ ッ プ付投薬瓶 に ， 口腔内嫌気性菌分離用 の T a m ai

F u k u d a くT Fl 液体培地 く日水， 東京1 50 m l を入 れ ，

さ ら に 内部 を吸引ポ ン プ M I N I － V A C M o d el P D
－5 0

くヤ マ ト 東郭 で陰圧 に した後， 1 1 5
0

C ． 1 5 分間高圧

蒸気滅菌 した くT F カ ル チ ャ
ー

ボ トル1 ． 菌分離に は 10

m l 血 液加 T F 寒天平板培地
331 く平板培地1 を 使用 し

た
．
また

，
被検材料の運搬用培地 と して 小試験管で T F

液体培地3 m l を作製 し使用 した ．

工Il ． 歯根管内容液採取法

口腔内 を イ ソ ジ ン 液 魯 くポ ピ ド ン ヨ ー ド 10 0 m gノ

m り く明治製菓， 東京う で含蠍さ せ た後 ，
患歯 に 簡易

防湿 を施 し， 露出した 歯冠部 を再び イ ソ ジ ン 液 魯で 消

毒後， 0 ． 0 1 ％ ヒ ビテ ン グリ コ ネ
ー

ト液偲 く住友製薬，

東京ン で再度消毒 した． 次い で ， 軟化象牙質 を滅菌 し

た ス プ ー ン エ キ ス カ ベ ー タお よ び ラ ウ ン ド バ
ー で削除

後， 歯髄腔を開放 し， で き る限り無薗的 に 滅菌ペ
ー パ ー

ポ イ ン ト く昭和薬品， 東京うを根管内に 挿入 した ．
ペ ー

パ ー ポイ ン トに 根管内浸出液ある い は血液の
一 部 を混

在 した 内容液を浸潤さ せ た後， 直ち に 運搬用 培地中に

移 した ．
ペ ー パ ー ポイ ン トを 入 れ た 運搬用培地 は 4

0

C

に 保存 し， 実験室 で直接塗抹お よび T F カ ル チ ャ
ー ボ

ト ル に 約2 ． O m l を移植 し実験 に 供 した．

1 V ． 菌の 分 離 ． 培養法

菌 の分離は増薗培養せずに 直接平板培地 へ 塗抹 す る

方法 く直接塗沫う， お よ び T F カ ル チ ャ
ー

ボ トル を用 い

る増菌法 に よ っ た ． T F カ ル チ ャ
ー ボ ト ル か ら の 薗の

分離 は， 3 7
0

C
． 2 4 時間か ら 120 時間増薗後， 培養液の

1 白金耳を平板培地に 塗沫 し， 3 アC で 24 時間好気培

養 お よび48 時間嫌気培養後， 形成 され て く る コ ロ ニ
ー

中， コ ロ ニ
ー 性状の相違す る と思わ れ る数株 を平板培

地 に 塗抹す る こ と に よ り行 っ た ． 直接 塗 汎 増薗法 の

い ずれ に お い て も コ ロ ニ
ー 分離 を 繰 り返 し， 1 コ ロ

ニ ー

を T F 培地 く15 m ll に 釣菌移植 し， 3 7
0

C
． 2 4 時間

培養 した も の を純粋分離菌株 と し た．

嫌 気 培 養法 は ピ ロ ガ ロ
ー ル ． 無 水 炭酸 ソ ー ダ法

くS h o t e n s a c k 射
3 4， を用 い た ． な お 炭酸 ソ

ー

ダ飽和溶

液 を加えグラ ム 陰性嫌気性菌 の発育を う なが した ．

V ． 分 離菌株 の 同定法

純粋分離菌株に つ い て 好気， 妖気培養を お こ な
っ た

後， 好気性菌お よ び嫌気性菌 を同定 し た． そ の 際， 形

成 され て く る 1 コ ロ ニ
ー に つ い て グラ ム 染色 し， 好気

性菌 は C o w a n 8 t S t e e1
7

s m a n u a 1
35，
， 嫌気性菌 は

B e r g e y
，

s m a n u a1
36， に 従 い 同定し た．

と く に
，
L a c to 一

占戊C才Jg 鮎 に つ い て は光岡
抑
， 麻生 ら 細 の 同定法 を参考

に した ．

Vl ． 薬剤感受性試験

分離菌株の薬剤感受性試験 は， ト リ デ ィ ス ク
偲

tt

栄

肝
，

く栄研化学， 東京うの 3 濃度デ ィ ス ク を用い て行 っ

た
． 被 験抗生剤 は p e ni ci11i n G くP C Gl ， a m pi cilli n

くA B P C l ， C e p h al o rid in e くC E Rl ， t e t r a C y Cli n e くT Cl ，

e r y th r o m y ci n くE M l ， Cli n d a m y ci n くC L D M l ，
お よ び

g e n t a m i ci n くG M l の 7 剤 を実験に 供 した ．

薬剤感受性試験 の判定 は各濃度 に お け る阻上 円
の 状

態 に 基づ き ，
す べ ての 濃度で も阻止 円を形成す る場合

を薬剤感受性と し， い ずれ の濃度 に お い て も阻止 円を

形成 し な い 場合， ある い は高濃度 に お い て の み阻止 円

を形成 す る場合を薬剤非感受性と し て判定 した■

成 績

工 ． 感染根 管症例 か らの 菌分 離 に お ける 増菌培養時

間 と菌分離率

臨床 で感染根管症例 か ら起炎菌を決定す る際 ，
早期

診断の意味か ら もで き る だ け短 い 培養時間で ， 感染症

に 関与す る全て の 菌種 を分離
． 同定 し， 併 せ て こ れ ら

菌株 の 薬剤感受性の 判定 をす る こ とが 重要な条件と さ

れ る．
こ の こと か ら T F カ ル チ ャ

ー ボ ト ル と 平板培地

を用 い ， T F カ ル チ ャ
ー ボ トル で の 増菌培養時間と菌

分離率 に つ い て検討 した．

まず
，
基礎実験 と し て 増菌培養時間48 ， 7 2 ， 1 2 0 時

間 を選択 し， 3 1 症例 に つ い て 分離菌株数 を検索 した

く表1 － 1 う．

3 1 症例よ り好気性菌37 株， 嫌気性菌16 株が 分離
．

同定さ れ ， 総分離菌株 は 53 株 で 1 症例 で の 菌 の 平均分

離率 は 1 ． 7 株 で あ っ た ． ま た， 嫌気 性菌 の 分離率 は

m eth yl p r o p y lp a r a b e n s 処方培 軋 P R S 培地， P r e r e d u c ed s u p p
le m e n t ed b r ai n h e a r t i nf u si o n 培

軋 P S C C 培軌 p e ni cillin ， S t r e p t O m y Ci n ， Chl o r a m p h e n i c ol ， S O di u m c a p
r y l at e 処方培 軋 T C ，

t et r a c y clin e 三 T F 培地 ，
T a m ai F u k u d a 培地 i T S B ， t rip tic a s e s o y b r o th ．
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30 ．2 ％で 嫌気性菌 の 1 症例平均 分離率 は 0 ．5 株 で あ っ

た ．

3 1 症例 の 菌分離率と増菌培養時間 に つ い て 分析 す

る と
，
4 8 ． 7 2 ． 12 0 時間の 培養に よ っ て好気性菌と嫌気

性薗の 分離率に は大差は なく
， 増菌培養時間を延長し

て も 分離率の 上 昇 は認め られ な か っ た ．

つ し l で ， 分離菌種と増薗培養時間に よ る 一

致 率 に つ

い て 分析 した． 5 3 分離菌株中27 菌株が 培養時間に 関

係な く， 常に 分離さ れ た． し か し， 他の 26 菌株 に つ い

て は， 4 8 時間 培養 の み 検 出 さ れ る 南棟数 が 5 薗株

く19 ． 2 ％う， 7 2 時間培義の み検出さ れ る菌株数が 3 菌株

く11 ． 5 ％う
，
また

，
4 8 時間お よ び 72 時間培餐で共 に 検出

さ れ る 蘭株数が 7 株 く26 ． 9 ％1 で あ っ た ． こ の こ と か

ら
， 培養時間を 48 時間の み 選択す る と， 26 菌株中12

菌株が 検出さ れ る成績と な っ た ．

一 方
，
7 2 時間の み選

択 す る と 1 0 菌株 が検出され る成績 で， 他の 1 株は 12 0

時間培養 に の み検出さ れ た菌株 で あ っ た ．

さ ら に ， 嫌気性菌の み に つ い て 分析す ると， 16 菌株

が分離 ． 同定さ れ たが ，
1 4 薗株が 分離さ れ る増薗培養

時間 は 1 20 時間培養 で あ り， 48 時 間お よ び 72 時間培

養で は共 に 13 菌株， 81 ．3 ％の 分離率で あ っ た ．
な お

，

1 6 8 時間培養に つ い て も検討 し たが ， 薗の 一 致率よ り

分析す ると
，
全ての 菌株 は 120 時間培養ま で に 分 離さ

れ る成績 で あ っ た ．

以 上 の 実験成績 か ら， 増薗時間 4 8 ． 72 ． 1 2 0 時間で

1 31

は 菌分離率に 大き な差が 認めら れ なか っ た が ， さ ら に

増菌培養時間24 時間あ る い は 直接塗 抹す る こ と に よ

り菌の 分離率が増加す る 可能性 を考 え， 直接塗抹 に よ

る菌分離と 24 時間増薗培養 に よ る検討をお こ な っ た ．

この 際， 先 の 実験で
，
4 8 時間お よ び 72 時間培養の 間 に

は大差 の な い こ と が確認され た こ とよ り， 直接塗抹 ．

24 ． 7 2 ． 1 2 0 時間培養 に つ い て 更に 30 症例を対象に検

索 した．

その 結果， 3 0 症例よ り好気性菌 4 3 株， 嫌気性薗 29

株が 分離 され
，
総分離菌株数は 72 株で， 嫌気性菌分離

率 は40 － 3 ％であ っ た く表 1 －

2 う
．
ま た

，
1 症例 の 平均

薗株分離率 は 2 ．4 株で嫌気性菌の 平均分離率 は約 1 株

であ っ た ．

各増菌培養時間と分離薗株数 に つ い て 分析 し た 結

果， 直接塗 抹で は総分離菌株 72 株中40 株 く55 ． 6 ％ン

が 分離 さ れ ， 嫌 気 性菌 に つ い て は 29 株 中1 0 株

く34 ． 5 ％I が 分 離 さ れ た．
2 4 時 間 培 養 で は 46 株

く63 － 9 ％I が 分離さ れ ， 嫌気性薗分離率は 55 ． 2 ％ く16

株ンで あ っ た ．
さ ら に ， 72 時間培養で は 47 株 く65 ． 3 ％フ

が 分離さ れ
， 嫌気性菌は 24 株 く82 ．8 ％ト分離 され た．

ま た
，
1 2 0 時間培養で は分 離菌株 36 株 く50 ． 0 ％ン中，

嫌気性菌は 22 株 く75 ．9 ％1 で あ っ た ．

つ ぎに
，
分離菌種と増菌培養時間の 一 致率 に つ い て

分析 し た．
7 2 菌株申 17 薗株が培養時間に関係 なく ， い

ずれの 培養時間に お い ても 分離 され た
．
しか し

， 他 の

T a bl e l －1 ． N u m b e r of i s ol a t e s a n d i n c u b a ti o n p e ri o d of e n ri c h m e n t c ult u r e i n T F
C u lt u r e b o ttl e of 3 1 i nf e c ti o u s r o o t c a n al s

K i n d of

i s ol a t e

T o t al n u m b e r

o f i s ol a t e s

N u m b e r of i s ol a t e s i n i n c u b a tio n

p e ri o d くh rl o f

48 7 2 1 2 0

A e r o b e s 3 7 2 6 2 4 2 2

A n a e r o b e s 1 6 1 3 1 3 1 4

T ot a lく％コ
53 3 9 3 7 3 6

く1 0 01 く73 ．61 く69 ．81 く67 朝

T a bl e l －2 ■ N u m b e r o f i s ol a t e s a n d i n c u b a ti o n p e ri o d o f e n ri c h m e n t c ult u r e i n T F
C ult u r e b o ttl e o f 3 0 i n f e c tio u s r o o t c a n als

K i n d of

i s ol a t e

T o t al n u m b e r
o f i s ol a t e s

N u m b e r o f i s ol a t e s i n i n c u b a ti o n

p e ri o d くbり of

0
ホ

2 4 7 2 1 2 0

A e r o b e s 4 3 3 0 3 0 23 1 4

A n a e r o b e s 2 9 1 0 1 6 24 2 2

T o t alく％ユ
72 4 0 4 6 4 7 3 6

く1 0 0I く55 ．6う く63 ．91 く65 ．31 く50 ．0つ

ヰA l o o pf u l of s p e ci m e n f r o r n i n f e c ti o u s r o o t c a n al w a s i n o c ul a t e d o nt o T F pl a t e ．
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5 5 菌株に つ い ては， 直接塗 抹に お い て の み 検 出され る

菌株が 12 菌株 く21 ．8 ％う， 24 時間培養 で の み 検 出され

る 菌株 が 2 菌株 く3 ． 7 ％う， 7 2 時間培養 での み 検出され

る 菌株 が 4 菌株 く7 ．3 ％1 ， 1 2 0 時間培養で の み検出さ

れ る菌株が 4 菌株 く7 ． 3 ％つで あ り， 直接塗抹 で の 検出

率が高か っ た ． 以 上 の実験成績 か ら， 直接塗抹法 お よ

び増菌培養時間72 時間， 1 2 0 時間を選択 し た時， 分離

菌株 72 株 中70 株 く97 ． 2 ％う が 分離 さ れ る こ と が わ

か っ た
．

工I ． 感染根管内か ら の 菌分離

先 の実験成績 か ら， 感染根管内か ら の 菌の 分離は直

接塗軌 72 時間お よ び 120 時間増菌培養に つ
い て ， 経

目的 に 行う こ とと し， 3 49 症例の 感染根管症例 を対象

に 検索 した．

対象例全て か ら薗が検出さ れ， 嫌気性菌の 単独薗感

染症例 が 42 症例 く12 ． 0 ％I
，
嫌気性菌 と好熱性菌の 混

合感染症例が 192 症例 く55 ． 0 ％う 認め られ ， 対象感染

根管症例中67 ． 0 ％ が嫌気性薗 の 関与す る疾患で あ り，

好気性菌単独感染症例 115 例 く33 － 0 ％フよ り多か っ た ■

11I ． 感染根管内 か らの 分 離菌属

349 症例の 感染根管内か ら 分離
． 同 定 した 総菌株数

は 796 株で あり， 好気性菌524 株 く6 5 ． 9 ％う， 嫌気性薗

272 株 く34 ． 1 ％コ で あ っ た く表2 う．

分離率の 高い 薗属は ， 好気性菌群で は S frゆ 加 O C C 描

が 17 6 株， C 叩 職 加 薇 元 仰 が 13 1 株 と両 菌属 で好気

性菌群の分離菌の 58 ． 6 ％ を 占めた ． 嫌気性薗群で は，

ム 那加 永和沼衰 が 145 株分離さ れ ， 嫌気性菌群の 53 ． 3 ％

を占めた ．

分 離 菌 を 総合 的 に 分 析 す る と S 加 卵O C O C C ぴS
と

ム那 加 加描 沼ぬ の 両菌属 で 40 ．3 ％ を 占め， 感染根管内の

主因菌である とす る成績が得 ら れ た． しか し， 好気性

菌群で は， C 叩 乃 e古庄Cgg 血 別 ，5 妙 砂J o c o c c 捕 ， 肋 ゐs g r ね，

助 cブJ お が 16 ．5 ％ 句 6 ． 9 ％ の 割 に 分離さ れ ，
ま た， 嫌気

性菌群 で は 佑姑眈朋 扇毎， 脚 わぶわ
■

g舛フC O C C 捕 が 各々5 － 5
t

T a bl e 3 ． R el a ti o n s hi p b e t w e e n n u m b e r of

i n i n f e c ti o u s r o o t c a n al

4 ． 9 ％ に 分離さ れ た．
す な わ ち， これ らの 菌群が 全 体の

52 ． 9 ％ を有 し， 先の 主因菌と と も に 感染根管症例 に 何

らか の 影響 をも っ て 関与 し てい る こ とが 示 唆さ れ た．

さ ら に ， 分離菌株に つ い て分析す る と， 感染根管症

例の 単独菌感染症例 は 93 症例 で あ り， そ の う ち嫌気性

菌 の 単独菌感染症例 が 40 症例 く43 ．0 ％1 を 占め く表

T a b l e 2 ． K i n d o f i s ol a t e s f r o m i n f e c ti o u s r o o t
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3 う
，
その 75 ％ が エ戌rわぁ戊ビタ肋ぶ に よ る感染症例で あ っ

た ．
そ の他は ， 如 舛 畑 作 鍾 椚 肌 棚 が 10 ％を 占めた． ま

た
，
好 気性 菌群 に よ る 単独感 染症例 53 例 で は，

C 呵 脾 加 血 雨 脚 が 16 症例， S わ郎 ね c o c c ぴ5 が 14 症例

と 多か っ た ．

つ い で
，
2 菌属に よ る複合菌感染症例 は， 1 1 6 症例 で

あ っ た が， 2 菌属と も嫌気性菌 に よ る感染症例は 2 症

例に す ぎなか っ た ． 2 薗属は 2 症例 と も エ戊Cわゐ戊CオJ 血ぶ

と l な沼 田 血他 に よ る 感染 で あ っ た ． ま た
，
78 症 例

く67 ． 2 ％1 は好気性菌 と嫌気性薗の 混 合感染であ っ た．

3 菌属 に よる 複合薗感染症例 は 92 症例 で， 好気性薗

と嫌気性薗の混合感染症例 が 72 症例 く78 ． 3 ％I を 示

し， 2 菌種混合感染症例数と ほ ぼ同数 を示 した．

4 菌属 に よ る複合菌感染症例 は 45 症例で ， 39 症例

く8 針7 ％ンが 嫌気性菌 との 混合感染症例 であ っ た ． ま た，

残り 6 症例は好気性薗の み に よる感染 であ り， 嫌気性

菌の み に よ る感染症例は な か っ た ．

5 菌属感染 に よ る感染根管症例 も 3 症例認 め られ ，

3 症例 と も嫌気性菌が関与 す る混合感染症例 で あ っ

た ．

さ ら に
， 感染根管症例 に お け る 分離菌株 の 感染パ

タ
ー ン に つ い て分析 した． 感染根管症例の 単独菌感染

の パ タ ー ン は
，
エ戊C わぁ戊CZgg 紀S が 30 症例と 最も 多く

， 単

独薗感染症例全体 く93 症例う の 32 ． 3 ％ を 占め た く表

4 －1 1 ． つ い で 好 気性菌 の 単 独薗感染症例 が 約

10
へ

1 7 ％の 比 率で こ れ に つ づ い た ．

2 薗 種 に よ る 感染 パ タ ー ン の 分 析 で は ， エ飢加 一

占戊 CブgJ 捕 と 助 喀 血 抑 制 の 混合感染症例が 31 症例 で

あり ， 全体 く116 症 俳 の 26 ． 7 ％を占め た く表 4 －

2 ユ．

つ づ い て
，
C 叩 乃e占d rgビガ鋸弼 と ん 血涙 胱 砧毎 に よる 混

合感染が 1 5 症例 く12 ．9 ％J を 占めた．

3 薗 種 に よ る 感染 パ タ ー ン は
， S わ郎g o c o c r 祝ぶ ，

C 叩 明 g占戊rf g わ録 椚 お よ び 上皮どわ占戊C 肋 ぶ に よ る 複 数菌

感染が 12 症例存在し， 全体の 13 ．0 ％ を占め た く表 4
－ 3 1 ． ま た

，
封 明 地 肌 肌 閲 と ん肛 わ鮎m 沼ぬ が 関与 し

た 感染パ タ ー ン症 例が 多く 認 め られ ， 全体 の 26 ．1 ％

く24 症例1 を占め た ．

4 菌種 に よ る 感染 パ タ ー ン で は
，
5 わ釧 O C O C C 祝ぶ，

C 明 脚 始 鋸 ねめ 抑
，
肋 ゐ5 g 壷 およ び 坤 ねぎ如 〆 椚 C C 描

の 複数菌感染が 7 症例 で 最も多く
， 全体 く45 症 仰 の

15 ． 6 ％を占 めた く表 4 －4 1 ． つ づ い て
，
蝕 ゆ才o c ロビc 猥 ，

5 ム砂毎わcロビビ録ぶ， 仇 叩 舶 払 虚 血 仰 お よ び 肋 由5 g 7元 の
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1 3 4 吉

全 て が 好 気性 薗群 の 複数 菌 感 染症 例 が 5 症 例

く1 1 ．1 ％1 を占め ， 点灯 沼 那 ， C o り 乃g占戊 C加わ祝研 ， エ戊C わ ー

鮎打払厄s お よ び V 由才ヱわ乃eJぉ の 好気性菌 と嫌気性薗 の

混合 感 染 パ タ ー ン を 示 し た 症例 が 同様 5 症 例

く11 ． 1 ％1 で あっ た ．

な お
，
5 菌種 に よ る感染症 も認 め られ た が ，

い ずれ

も特定菌に よ る感染 パ タ ー ン を示 す も の で は な か っ

た
．

1 V ． 薬剤感受性試験

感染根管症例よ り 分離 ． 同定 し た好気性菌 524 株，

お よ び嫌気性薗 272 株， 計79 6 株 に つ い て， 抗生物質

7 剤 を用い た感受性試験 を施行し た く表 5 う．

好気性菌群 は， C E R ， C L D M に 対 し て感受性が極 め

て 高く， 各々 に 対 して被験菌株の 98 ．5 ％
，
9 5 ． 8 ％ が感

受性で あ っ た ． ま た， T C ， E M に 対 して も被検菌株の

約 94 ％ が 感受 性で あ っ た ．
しか し

，
G M に 対 して は感

受 性株は少な く， 被験株の 65 ． 1 ％が 感受性 を示 した に

す ぎな か っ た ．

各菌株 に つ い て 感受性分析 を お こ な っ た と こ ろ，

5 g r砂わ C O C C ぴS は C E R に 対 し最も 感受 性 で あ り， 被験

薗株176株 中172 株 く97 ． 7 ％うが感受性であ っ た． また
，

C o り m eb a c te Yi u m は C E R ， T C に 高 い 感 受 性 を 示 し

13 1 株中 130 株 く99 ． 2 ％うが 感受性 で あ っ た ． 封郎句血 一

CロビC 那 は
，
C E R に 対 し 85 株 全株 く100 ％うが感受 性を

示 した． ま た
，
C L D M お よ び T C に 対 して は約 91 ％

が， P C G
，
A B P C に は約 81 ％が感受性で あ っ た ． G M

に 対 し て は 感受性株 が少な く 63 ％に す ぎ な か っ た ．

N ei s s e ri a は， C E R ， T C ， E M ， C L D M に は 約9 7 ％ の
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菌株が 感受性 を示 し たが， 他 の 3 剤に 対す る感受性株

は約85 ％ 以下で あ っ た
．
ま た

， G M に は約 79 ％ の 薗

株が 感受 性 を示 した． 劫 c才肋5 5 5 株 に つ い て は
，
P C G

，

A B P C
，
C E R

，
E M

，
C L D M に 対 し 94 ． 5 ％ 以上の 菌株

が感受性で あ っ た
．
しか し

，
T C ， G M に 対 して は感受

性株 は やや 少な く， 各々87 ． 3
，
78 ．2 ％ で あ っ た ．

一 方
， 妖気性蘭群は好気性菌群 と 剛乱 C L D M ， C E R

に 対 し極 め て感受性が高 く， 各々 に 対 し 被験菌株 の

99 ．6
，
98 － 9 ％ が感受性で あ っ た ． また ， G M を除く 他

の 薬剤 に 対 して も高い 感受性 を示 し， 9 2 ％以上 の 菌株

が感受性で あ っ た ． 中で も嫌気性菌群の過半数 を占め

た L a c to b a cill u s 1 4 5 株 は C L D M に 対 し極め て 感受性

で あ り， わ ず か 1 株の みが 非感受性 で あ っ た ． また
，

P C G
，
A B P C ， C E R に 対し ても 96 ． 6 ％ 以上 の菌株が感

受性 を示 し た
． し か し， G M に 対 し ては感受性が低く

感受性株 は 64 ． 8 ％に す ぎな か っ た ． 怖 打わ乃ggお の 44

株全株は ， T C
，
E M

，
C L D M に 対 し感受性で あ っ た

．

さ ら に
， 試験 した 他剤に 対 しても 約 86 ％以 上 の 薗株が

感受性 を示 し たJ 呵 痛 扉 明 地 皿 沼 髄 39 株全株 は， C E R

，
C L D M に 感受性 を示 し

，
T C に も約95 ％ の 菌株が 感

受性を 示 し た
．

感染根管症例に 関与す る好気性薗お よび 嫌気性菌の

合計 796 株の う ち 98 ． 6 ％が C E R に ， 97 ． 1 ％ が C L D M

に 感受 性 を示 し， 両剤に 対す る感受性 は極 め て高か っ

た ． ま た
，
T C

，
E M は 93 ％以上

，
P C G

，
A B P C に 対 し

て も 即 ％以上 の 薗株が感受性 を示 し た．

考 蕪

感染根管症例 は
， 記述す る まで も なく 口腔領域 の感

染症 の 中で は， 重 要な疾患の 1 つ で あ る
． 歯髄壊死 か

ら， 歯槽骨軋 顎骨々髄炎
，
顔面浮腰 を伴う頼部蜂巣

炎， 口底 炎に 波及 し
，
ル ー

ド ゥイ ッ ヒ の ア ン ギ
ー

ナに

移 行し て い く こ と も よ く知 られ て い る 疾患経路 で あ

る． ま た
，
この 間に 歯周病 を併発 し， 薗血症 か ら時と

し て敗血症 に ま で 波及し
，
死 に 至 らし める こ とも よ く

知ら れ て い る
． さ ら に， 最近で は

， 癌腫， 糖尿 風 腎
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1 3 6

炎
，
心疾患な どの 基礎疾患を有 し， 免疫抑制剤を長期

間内服 して い る患者に 継発症 と し て 発 症す る 原因歯 で

あ る こ とも 度々 で あ る ．

一 方， わ れ われ は， 日常 一 臨床 で よ く抜歯術 を施行

す る が， こ の 際， 感染根管症例の 歯牙抜去をお こ な う

こ とも常 で ある．
この 抜歯術後 に 生 じる 菌血 症も ， そ

の 起因菌の多く は， 感染根管内の細菌 に よ る こ と が 原

因し て い ると考 え られ て い る
3 9 ト 4 2I

以 上 の よう な併発症の みな らず， 感染根管治療後 の

充填 さ れた 歯根突部 に も 肉芽腫あ る い は， 褒胞 を形成

して く る場合も ま た経験 し て い る ． 従来， こ れ らの 疾

患の 原因歯が好気性菌の み に よ る とす る 考え方 で ， 処

置 した 結果が糞胞形成 を惹起 し た と 考 え ら れ て き た

が
， 嫌気性菌に よ る 嚢胞形成 で あ る とす る 考え が当 を

得 て い る よ うで あ る． 最近の 歯科保存学の 進歩か ら，

完全防湿の 中で根管拡大 な ど物理 的に も， 生物学的に

も ほ ぼ完全 に お こ なわ れ る よう に な っ た が ，
しか し

，

前述の ごとき疾患 が消退 したわ け で は な い ．
や は り

，

感染根管内の細菌学的な考え方 を より
一 層重 視 しな け

れ ばな ら な い で あろう ． す なわ ち， 歯牙解剖 の 上 か ら

も歯髄 へ の感染 は当然象牙細管 へ の 感染で あり， 閉鎖

創 と考 えな けれ ばな ら ない ． そ の 際， 従来の 好気性蘭

は も と よ り， 嫌気性菌に も尚
一 層の 注意 を向け る こ と

が 重要である．

1 90 1 年 O n d e r d o n k
4 31 が根管 内細菌 の 培養 を提案 し

て 以 来， 歯内療法の 際の 根管内細菌培温 ま た， 抜歯

術 の際 に 生 ず る術後薗血症 が感染根管 に 原因 す る と

い っ た 観点 よ り感染根管内細菌の 分離 ． 同定 お よ び薬

剤感受性試験の報告が数多く な さ れ， 中 で も 195 7 年

B r o w n ら
相
が壌癌性歯髄 か ら嫌気性蘭 の 培養検査 を

して以来感染根管内に お ける 嫌気性菌 に 関す る研究報

告も数多 く発表 さ れ る よう に な っ た
22 ト 2 引

．
し か し

，

1 9 5 0 年代 の S o m m e r
4 51
，
B u r n e tt ら

4 6l
，
W i n k l e r ら

4 71
，

M el v ill e ら
4 即
な どの 報告で は， 嫌気性薗分離率が極め

て低い 成績 を報告 した．

近年， 嫌気性菌の r o u ti n e 化お よび Zi elk e ら
491
が比

較 検討 し た T ri p ti c a s e s o y b r o th くT S Bl お よ び

P r e r ed u c e d s u p pl e m e n t e d b r ai n e
h e a rt i n f u si o n

m e di u m 培地 くP R Sl や わ れ わ れ の 教室 で 開発 し た

T F 培地 な どの研究開発 に よ り， 感 染根管内の 嫌気性

菌 の 分離 が 臨床 で 行 わ れ る よ う に な っ た ．
1 9 6 1 年

C r a w f 。rd ら
5 01 は閉鎖性感染根管 よ り， 嫌気性菌分離

率の高い 成績 を報告 した． ま た， 1 9 7 2 年玉 井ら
5 り に よ

り感染根管内よ り嫌気性菌の分離率が高 い こ とが 報告

され た． さ らに ， 1 9 7 9 年 M a t u s o w
5 21 は 急性歯髄炎 を

も つ 歯 牙か らの 菌分離株 108 株 の う ち ，
妖 気性菌が

32 ． 4 ％ に認 め られ た と報告 して い る． しか し， これ ら

の 報告は症例数が少な い た め， 今 臥 感染根管内の 嫌

気性菌分離率を中心 に ， よ り 多く の 症 例数 に つ い て ，

われ わ れ の 教室 で開発さ れ た T F 培地 を用 い ， 増菌培

養時間と菌分離率お よび 分離菌件 の 薬剤感受性 を検討

した
．

各症例 よ り 分離 され る べ き 南棟全て を分離す る こ と

は， 採取さ れ た材料の 直接塗抹， 増菌培養後縫 目的に

分離す る こ と， ま た， 好 気性菌と嫌気性菌 の 双 方を考

えて 分離す る こ と， さ らに ，
菌の 一 致率を も考慮 し分

離す る こ とが 望ま し い こ と か ら， ま ず ， 仏 72 ， 1 2 0 時

間増菌培養 に つ い て検討 した ．
わ れわ れ の 教室 で十数

年前よ り， 口腔領域の 各種疾患か ら菌 を分離す る愕乳

短時間増菌培養で は， 検 出率 が低い こ と も経験 して い

る こ と か ら， 主と して で き る だ け長い 増菌培養時間後

に 分離す る こ と に し た． しか し， 菌の 検出率は低く ，

感染症例 は原病巣 が閉鎖巣で あ る が， 軟化象牙質の 薄

層で お お わ れ た 閉鎖創 で あ るた め ， 直接塗抹， お よび

24 時間培養 で の 検 討も お こ な っ た ． そ の 結果， 2 4 時間

お よ び 48 時間増菌培義後の 菌検出率が ほ とん ど同率

であり ， 検 出菌 も また 98 ％ で
一 致を認 め た．

さ ら に
，

先の 実験 の 48 時 間培養と 72 時間培養で菌検出率， 菌

株の
一 致率が 高い た め， 2 4 ， 4 8 お よ び 72 時間の 経目 的

培養 を総 じて 72 時間培養の
一 点に 定 めた ． ま た， 嫌気

性菌検出率 は， 両 実験群の成績か ら培養時間が長 い ほ

ど検出率 が高 い こ と か ら， 1 20 時 間培養 も行う こ と と

した． 直接 塗沫 に つ い て は， 検出率が 55 ． 6 ％と従来わ

れ わ れ が 口腔領域 の 各種疾患 か ら検出 した 割合よ り

も
， 非常 に 高い 検 出率で あ る た め， 感染根管内の 細菌

検索 に は ， 直接塗抹を実施す る こ と と した ．
こ の こ と

は
， 臨床応用 す る 際， な るだ け短 時間 で感染菌を決定

す る こ と が望ま しい こ と も十分考慮に 入 れ て の 決定 で

あ る ．

一

方， 嫌気性薗 の 検出率の 高 い 1 2 0 時間培養 に つ い

て は
，
1 6 4 時間培養 に つ い て も実験 した が ， 菌検出率が

両者 一 致す る こ と か ら 1 2 0 時間培養 に の み 限定し た．

そ の 結果， 感染根管症例 61 例全て か ら菌分離が認 め ら

れ
，
B u r k et

5 3J
，
G r o s s m a n ら

54，5 5，
の 分離率 よ りも 高い

検 出率が得 られ た ．

感染根管内の 分 離菌 は， 3 4 9 症例 よ り 796 株 が 分離

さ れ
，
好 気 性 菌52 4 株 く60 ． 8 ％1

，
嫌 気 性薗 272 株

く34 ． 2 ％1 で あ り ， 従来報告 さ れ て い る S o m m e r
4 5 l
，

B u rn e tt ら
4 6I
，
W i n k l e r ら

4 71
，
M el vill e ら

4 別
の 約 10 ％，

さ ら に
，
B l e c k m a n

5 61 の a n a e r o b i c st r e p t o c o c ci が 約

15 へ 2 0 ％ よ り も は る か に 高 い 嫌 気性菌検出率 で あ っ

た ． 分 離 率 の 高 い 菌株 と し て は， S わ郎 加 O C r 捕 が

22 ． 1 ％
，
エ戊Cわぁ戊 C 肋 5 が 18 ．2 ％ で あ り， 岡本

5 71
， 河 内

ら
瑚 591
が 感染根管象牙質内 よ り， S わ喀Jo c o c c 祝5 ， エ戊C gO

．
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占仇
－オ肋 5 を約 20 ％ の 割に 分離 した と す る 報告 と ほ ぼ

一

致 す る成績で あ っ た ．
こ の こ と は ， われ わ れ が

，
う

蝕症 の 起因菌と し て S わゆ 加 o c c 緑S 椚 以由乃S と ム鋸血一

紘
一

沼 ぬ の 両者の 薗株が関与 して い る こ と を報告
60I し

て お り
，
う 蝕症が 進行す る に つ れ て， これ らの 菌数が

10
4－6 c ell sl m l に 増加 して い く と す る報告 に

一

致 す る

成績 で ， 感染根管内細菌が う 蝕症 に 起因す る 原因薗と

全く同 一

で ある と す る成績 か ら 得 られ た．

本実験 で S f7印 加 ロビcぴS ， エ戊 rfo古館仁
一

オ肋 ざ が感染根管の

起因薗 で あ る 成績 が得 ら れ た が
， 感 染 根 管 か ら

餓 噸 血 刑 罰 釣 上此 絨 加 招 那 以 外の 菌株が 混 合感染 し

て い る症 例 で は， 臨床的に 治癒が遅延し て い る傾向を

示 した
．

従来 か ら感染根管症例の中に は ， 難治性の 症例 も数

多く認 め られ ， そ の 終末処置と して 抜歯術 を施行 する

症例 も多い ． 通常 この 処置 に 対 して は， 感染根管 で 治

癒 不全 は当然と考 え られ処置さ れ て き た． しか し， 今

回 の 実験 か ら， 前述 の ごと く
，
5 如 卯O C O C C 祝ぶ お よ び

ム 鮮血 加狛沼衰 以 外 の 薗株 の混 合感染症例 では
，
い ずれ

も 治癒傾向が遅延 し て い る こ と か ら ， 本 実験で は 特に

混合感染に 対す る感染蔚の 分析 をお こ な う こ と が 重要

な 意味が あ るも の と考 えた．
この よう な 分析 は過去の

報告で は皆無 で あ り， 嫌気性薗が関与す る感染根管症

例と病原性の 意味 に お い て も重要 で あ る と考 えた ． 特

に 3 薗種混 合 に よ る感染根管症例で は
，
5 わゆ 加 ロビc 損 ，

エ此
－

ね 鮎眉 墨 鋸 の 他 に C 叩 叩 d 鋸 血 流 仰 の 症 例 が

1 3 ．11 ％ と 多 く
，
こ れ に つ い で S わ呼 わ 仙

，

C 祝S
，
エ戊ぐれ

占戊CオgJ 猥 の 他に 嫌気性菌が関与 す る少e少わぶわでカわc ロビc 狐

の 症 例 お よ び l々沼わ 抽 侮 が 関与 す る 混 合感染 が各

5 ． 4 ％を占め て い た ． ま た
，
4 薗種 混合感染症例で は，

嫌気性菌 と し て 郎 卯 畑 作 抑 肌 肌 闇 が 関 与 して い る症

例が 全 体の 15 ． 6 ％ を占め ， l句汀わ矧扉わ の 混 合感染症

例も 11 ． 1 ％ と 高 い 比 率が認 め られ た
．
3
，
4 菌種混合

症例 の 中で ， 以上 の ごと く， 嫌気性薗が関与 して い る

症例 が極 め て 多く認 めら れ る こ と に 注意を払わ な けれ

ば な ら なし－ ． 近 年
，
全 身疾患 か ら の 菌分離の 報告の 中

で
， 嫌気性菌が驚 く べ き 高頻度 に 分 離さ れ

，
嫌気性菌

の 関与 が疾患 を重篤 に な ら し めて い る こ と を報 じた論

文が多い 2 9 －6 1 卜 6 8 I ． l一．1 腱領域 に お
い て も

， 最近嫌気性菌

の 病原性 に 関す る実験的研究 が す す め ら れ て き て お

り
， 宮 田 ら

6 gI は
， 劇ゆ 加 血 朝 お 00 用 ぶ よ舶 用 肌 成 壷

は 殉 批 棚 m 路 玩 励 勒 戒 料 と 且扉 仇
－

ねわ正邪 ．k 削厄桝

の 嫌気性蘭感染症 で ， 両者の 混合培養液 を家兎の 皮内

に 注射 し
，
そ の 単

一

皮内反応 で腫脹 ． 発赤が 著 しく認

め られ た こ と を証明 して い る ． 松原 ら
70J
も舌膿瘍 か ら

好気性菌 3 株 お よ び嫌気性菌 3 株の 混 合感染症例 を経

験 し
，
こ れ ら の 薗株 に 対す る病原性 の 実験 を家兎を用

13 7

い て お こ な っ て し1 る ． そ の 結 乳 Y －S tr e p t o c o c c u s ，

凡 ぬ 沼 壷
，
A 肌 血 涙 の 好 気性菌の み の 培養液の 皮膚

反応 は， 励 ごね 和7d ビゴ m 研g邦Z c o 由占柁 ぬ
，
f 軸 加 ロビ撒 ぶ ，

仇 沼 川 謝れ 担 m 血 の 嫌気性薗群の 皮膚反応 よ りも 弱

い こ と を証明 し てい る
．
しか し

， 好気性菌と嫌気性薗

の 混合培養液を用 い た実験 で は
， 著し い 発 赤， 硬結，

腫脹 を示 す こ と を確証 して い る． 中で も嫌気性菌の 菌

体 を超音波処理 し
， 菌体 の 細胞壁に よ る 皮膚反応が著

し く， 菌体細胞 に 毒性 の 存在 する こ との 分析 を お こ

な っ て い る ． 以 上の ごと く， 嫌気性菌の 中で も かゆわ ー

油郎 血 仙 川 粘 お よ び l々招加紺 地 が 関与 した 症例が 重

篤であ る こ との 報告が あり， 本実験 でも 混合感染の 中

で こ れ ら の 薗種が関与 して い る症例に 難治性 の 症例が

ある の で は な い か と推察され た．

感染根管の 起因菌の う ち分離率 が高か っ た 餓 嘲 れ

化 肌 湖ぶ お よ び ム肛 わ友情W 鋸 歯株合計321 株 の 薬剤感

受性 を検討し た結果， P C G ， A B P C
，
C E R

，
C L D M に

対し各々 88 ．5
，
9 0 ． 0

，
9 8 ．1

，
9 7 ．2 ％ が感受性 であ り ，

P －1 a c t u m 系抗生物質
，
C e p h al o s p o ri n 系抗生物質お よ

び1i n c o m y ci n 系抗生物質が 一 次選択剤と して 使用 す

べ き で あ る こ とが 示唆 され た．
ま た

，
これ ら の 薗株は

G M に 対 し感受性菌株 は 57 ． 3 ％ に す ぎず
， 従来報告さ

れ て い る 根管治療剤の 内， G r o s s m a n 7 1 け21 の P B S C 処

方
，
B e n d e r ら

7 3 ト 7 6 1
の P S C C 処 方， H o I s t

7 71 の

ni b a c e ti n ， C r a n
7 7 1
の P N B 処 方， I n gl e ら

7 8 ト 7 9 1
の

P B N 処 方
，
F u b b o ら

7 71 の A T F 処 方， G r o s s m a n の

k a n a m y ci n
－

n if u r o x i m e な どの 感染根管治療剤は 不 適

当で ある こ と を示 した． また， 好気性薗群全般 に つ い

て は
， 今回 の 実験結果か ら は P C G お よ び A B P C に は

83
へ

8 4 ％ の 南棟が 感受 性で あ るに す ぎず
，
E r n e s t ら

8 Ol

の 報告 と同様で あり ， 他剤の 選択が推奨さ れ る． しか

し
，
W itt g o w ら

8 り

，
A n d e r s o n ら

82I
は p e n i cilli n 感受 性

で あ る こ と も 報告し て い る． ，
一 方

，
感染根管か ら分離

した 菌株の 嫌気性菌に つ い て の 感受性の 報告は皆無 で

議論は で き な い が
，
少なく と も

，
G M を除 い て は使用

可能 で ある と 考える ． 現在， 本実験の 成績 か ら実際臨

床で P －l a c t u m 系抗生物質 を中心 に 使用 し， その 経過

観察を お こ な っ てい る が良好 な成績 を得て い る ．

結 論

全身疾患の 中心感染症と し て
，
口 腔領域で 感染根管

は重 要な 意味をも つ 疾患で ある ． 最近， 全身疾患の 感

染症 で は好気性薗の み な らず， 嫌気性菌が 重 要な役割

を演 じて い る こ とが わ か っ てき た． こ れ らの こ と か ら
，

今回感染根管内の 細菌寮 に つ い て 検討し， 次の 結論 を

得た．

1 ． T F 培地 での 増 菌培養時間 72 時間
，
1 2 0 時間培



1 3 8

養及 び直接塗沫 を用 い る こ と に よ り， 感 染根管 よ り

97 ． 2 ％ の割 で薗が検出され る こ と が わ か っ た ．

2 ． 感染根管 349 症例 に つ い て検 索 した結果， 対象

症例全てか ら菌検出が認 め られ ， 嫌気性菌の 単独薗感

染症例 が 42 症例 く12 ． 0 ％うで， 嫌気性菌 と好気性菌 と

の 混合感染症例が 192 症例 く55 ． 0 ％う で あ り ， 感染根

管症例 の 67 ． 0 ％ に 嫌気性菌が関与 す る こ とが わ か っ

た
．

3 ． 感染根管 349 症例か ら 分離
． 同定 した 蘭株 は，

好気性菌524 株 ． 嫌 気性菌2 72 株 で 嫌気性菌の 分離率

は 34 ． 2 ％ で あ っ た ． 分離率の 高い 薗種は ， 好気性薗群

で は S 如桝 O C O C C 鋸S が 1 7 6 株 く22 ． 1 ％う， C 叩 犯 eゐ戊Cオピー

わ捉 椚 が 13 1 株 く16 ． 5 ％う
，
嫌 気 性 菌 群 で は ム那 加 一

ゐ戊C才gg 猥 が 14 5 株 く18 ． 2 ％う分離 され ， 5 加Z卵O C O C C 捕 と

エぽC わぁd Cブ肋s の両菌株で 肌 3 ％ を占 め， こ れ らが 感染

根管内の主 因菌 である とす る結果が得 ら れた ．

4 ． 感染 パ タ ー ン では
，
好気性菌 お よ び嫌気性菌の

単独菌感染症例か ら， 5 菌種 に ま で お よ ぷ 複合感染症

例が認 めら れた ．

5 ． 感染根管症例 より分離
． 同定 した 796 菌株 の 薬

剤感受性試験 く7 紬 の 結果， C E R ， C L D M に対 し各々

98 ． 6 ％， 9 7 ． 1 ％ の 菌株が 感受性で あ り， これ ら薬剤 に

対 し極 め て 感受性 が高く， 感 染根管治療剤 と し て

C E R
，
C L D M を

一 次選択剤 と して 使用 す べ きで あ る と

結論 した．
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